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はじめに0

2

昨今、製造業は技術革新と市場の変化に迅速に対応することが求められています。

本資料では、日本の製造業が目指すシステム像と生産計画、そして原価管理の3つの重要なテーマに

ついて解説します。

これらの要素は、競争力を維持し、持続可能な成長を実現するために不可欠です。

各テーマを通じてご紹介する、生産管理パッケージ「mcframe」を活用した実践的なアプローチを

貴社の製造プロセスの最適化と経営戦略の強化に役立てていただければ幸いです。

目指すべき

システム像

多品種少量の

生産計画

企業戦略に

活用できる原価
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目指 す べ き シ ス テ ム 像 と は

日本の製造業のためのシステム1

3
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製造業における目指すべきシステム像とは１

4

目指すべきシステムよくある課題

入荷遅延や異常発生しても、システムの
データを見ないとわからない

工場個別の管理になってしまい、会社全
体を一つのシステムで見渡せない

アラート機能やシグナル表示で、使う人に
気づきを促す

グループや複数拠点での利用を想定した
システム

表示項目やソート順が固定のため、担当
者がシステムに合わせなければならない

オペレーターごとに項目表示や並び替え、
画面のブックマークなどを個人で設定

生産拠点の能力把握ができず納期回答に
時間がかかる

「能力」「リードタイム」等、管理指標を設定
し計画/実績の充実を図る

標準原価の管理はできているが、実際か
かった原価の集計や管理ができていない

直接原価（材料費・労務費）だけでなく間
接原価の積算や配賦も行う

原材料の高騰や人手不足など多くの問題に立ち向かわなければならない日本の製造業では、

安心・安全に使うことができ、業務効率を実現するシステムの導入が必要です。
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mcframe(エムシーフレーム) とは２

5

mcframeは、「現場の知」を活かし、ものづくりを支えるためのシステムです。

導入バージョン
永続保守

低コストで長期間ご利用いただけるよう、導入バージョンを永続保守しています。
バージョンアッププログラムの適用要否を選択可能なため、バージョンアップが業務改革の
推進を阻害することがありません。

製造業に特化
製造業に特化し、日本の「ものづくり」の強みを引き出すために開発されたパッケージです。
ものづくりの業務ノウハウや豊富な経験が集約されています。

業務に合わせる
柔軟性と拡張性

さまざまな業務ノウハウを反映した製品設計により、柔軟な業務への対応を実現します。
さらにデータベースやソースコードを公開し開発ツールを提供することで、個別要件への
対応も可能。自社の強みを引き出します。

さまざまな
システムと連携

SOA基盤と他システム連携アダプタを使用することにより、MES・スケジューラ・
PLM/PDM・EDI・会計など、他システムとのシームレスな連携を実現します。

海外展開をサポート
多言語・多通貨・複数会社管理などのグローバル要件への対応、海外自社拠点 および
パートナーによる現地サポートで、日本の製造業の海外での「ものづくり」を支援します。
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mcframeの導入実績3

6

シリーズ累計１，010社の豊富な導入実績がございます。

（2024年3月末現在）

プロセス系
（337社）

医薬品 化粧品 食品 飲料 化学品 ﾄｲﾚﾀﾘ 半導体

流通・サービス
（84社）

販社 通販
保守
ｻｰﾋﾞｽ
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Taiwan

China

Hong Kong

Vietnam

South Korea

Indonesia

Switzerland

Germany

Japan

アジアを中心に 17の国と地域に導入
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Best of Breed （適材適所） 型のシステム4

7

適材適所のシステム選択により、自社にマッチしたシステム構築が可能です。

EDI
スケジューラ
MES・LIMS

会計システム mcframe COCKPIT
（DWH・BIツール）

mcframe PLM mcframe PEAKS
（ワークフロー）

販売管理/生産管理

外注管理

生産計画

製造管理

購買管理

品質管理

需給管理

受注管理

出荷管理

原価管理

標準原価

予算原価

実績原価

実際原価

共通機能

履歴管理

権限管理

プッシュ通知

KPIダッシュボード

原価差異分析売上管理

利益分析

マスタ管理

販売計画

在庫管理

レポート

債権管理 承認ワークフロー

自動仕訳債務管理
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担当者の気づきを促し、次の一手をサポート5

8

承認依頼

入荷遅延

不良発生

MRP実行定
常
業
務

非
定
常
業
務

ダッシュボード フローメニュー

シグナル表示

任意の閾値でシグナル表示
問題のレコードを即座に探索

プッシュアラート

プッシュアラートから画面遷移
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内部統制への対応6

9

内部統制に対応した各種機能をご紹介します。

① ログイン・パスワード管理

⚫ ログイン時のパスワード入力によるユーザ認証
⚫ ログインエラーが指定回数以上発生した場合は
⚫ 当該ユーザのアクセス権限を自動停止
⚫ パスワードの有効期限や世代管理、最小桁数の設定が

可能

③ データアクセス管理

⚫ ワーキンググループ（主に拠点の概念）・部門・場所ごと
に更新・参照できるデータ範囲を制御可能

⚫ 担当者権限マスタにて、データアクセス権限を設定

⑤ 承認ワークフロー管理

⚫ 受発注、支払、単価系マスタ登録の承認設定が可能
⚫ 部門や金額により、承認ルートや承認ステップの制御が

可能
⚫ 複数人による承認や代理承認の定義が可能
⚫ ログイン時や承認申請時にアラート通知が可能

② 画面権限管理

⚫ 画面・ユーザーグループごとに参照可/更新可/パス
ワード要求 などの権限レベルの設定が可能

⚫ 上記と同様に、画面からのEXCEL出力権限の設定も
可能

④ 操作履歴・データ更新管理

⚫ 画面開閉・ボタン操作など、操作履歴の自動記録が
可能

⚫ データの作成・変更した日時・ユーザーＩＤ・端末ＩＤなど
更新履歴の自動記録も可能

⚫ テーブル単位にデータ更新履歴の取得要否を設定可能

⑥ 会計インターフェース

⚫ 自動仕訳機能により、明細レベルで仕訳情報の連携が
可能

⚫ 会計インターフェイス機能によるシステム間連携により
データ改ざんの防止が可能
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グループ共通・会社別・拠点別のマスタ運用を考慮7

10

グループ・複数拠点での利用を想定した柔軟なマスタ拡張が可能です。

グ
ル
ー
プ
共
通

会
社
別

拠
点
別

計画系マスタ

購買系マスタ

品目系マスタ

取引先系マスタ

製造系マスタ

品管系マスタ

物流系マスタ

販売系マスタ

場所・工程系マスタ

※ 取引先系マスタは、
グループ共通/会社別のハイブリッド運用も可能

グループ共通or会社別
をマスタ毎に選択可能

各拠点を考慮した
データアクセス制御
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製品のライフサイクルを考慮したマスタ機能設計8

11

業務利用開始を宣言する「リリース」から、入力不可とする「論理削除」まで、製品のライフサイクルを考慮し

て設定することができます。また、誤登録の場合の物理削除も可能です（管理者のみ）。

計画系
マスタ登録

リリース
（利用開始）

単価申請
・承認

受注禁止
製造禁止
発注禁止
出荷禁止

etc

購買系
マスタ登録

品管系
マスタ登録

…

品目系
マスタ登録

生産準備 量産 販売終了 製品終了

論理削除
（入力不可）
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画面操作性9
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カスタマイズなしで、利用者ごとの業務に適した操作性を実現します。

集計・グラフ

明細行を任意項目で集計し
任意の計算式を設定可能
集計表をグラフ表示可能

入力値記憶・呼出

毎回使う検索条件や入力値を
ユーザごとに記憶・呼出

画面ブックマーク

任意の画面遷移を登録可能
データ引継設定も自在

項目の表示／非表示を設定
明細は並び替えて、必要な
情報へすぐにアクセス

ソート順・フィルタ

明細のソート順やフィルタ
条件を任意に設定

ファイル出力

画面上のデータを右クリック
するだけで、Excelや
CSV形式でファイル出力

EXCEL

CSV

右クリックで設定

他ユーザへ共有

パーソナライズ情報
（ユーザ毎に保持）

項目表示・並び替え
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多 品 種 少 量 時 代 の 生 産 計画

需要と供給のバランスを考慮した計画の重要性2

13
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データが複雑に関連する生産計画の立案1

14

受注情報 複雑な手配 負荷状況将来の在庫推移

必ず作る必要がある 柔軟なBOM表現が必要
把握していないと

作りすぎる
実際に生産できるか

生産管理システムを活用することで

多彩な手配のシミュレーションで、リードタイム短縮と在庫削減を実現します。

生産計画は、様々なデータを考慮しながら作成することが重要で、手作業では限界があります。

例えば、現在だけではなく将来の在庫数も考慮しないと作りすぎてしまいます。

不良品や部品の納期遅れが発生した場合は、計画への影響範囲を把握して、迅速な対応が求められます。
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見込生産・受注生産に対応するmcframe２

15

見込生産や受注生産、または、双方運用されている企業など多彩な計画モデルに対応しています。

内示についても、所要として加味して生産することが可能です。

需給調整 生産管理販売管理

販売計画

内示取込

受注登録

需給調整

日次生産計画

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ計画

月次生産計画

見込生産

内示生産

受注生産

先行手配計画 先行手配MRP

MRP

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝMRP

製造オーダ

購買/外注オーダ

先行手配オーダ

スケジューラ 移送オーダ

購買内示

負荷確認/ｶﾞﾝﾄ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｵｰﾀﾞ

供給ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

出荷依頼

在庫補充MRP

見込生産方式
販売計画をもとに計画立案

内示生産方式
内示情報をもとに計画立案

受注生産方式
受注紐付きによる製番手配

見積登録

日ばらし
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生産側へ供給依頼を行う支援機能３

16

例えば、販売計画や内示情報などの需要情報を基に生産計画を作成するときに活用できます。

供給計画（供給数）は、自動シミュレーションでの作成や手入力が可能です。

在庫推移をグラフィカルに表示

供給計画をExcelで入出力可能

需給調整機能

在庫欠品しないように
供給計画をシミュレーション可能

引当可能在庫と
安全在庫を分けて表示

当初需要・出庫予定に
基づく在庫推移
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多彩で柔軟な手配バリエーション４

17

標準BOMに加え製番BOMの構成、代替品の手配やランニングチェンジにも柔軟に対応できます。

MRPは高速ですので、一日に何度もMRPを実行して変化の激しい時代への追従も実現します。

変化に強い、柔軟なBOM表現

ランニングチェンジ

在庫使い切りでの部品切替
混在可/不可の制御も可能

ファントム品（架空品）

品目毎の定義のほか、
BOM毎の定義も可能

標準BOMに対する差分で製番BOMを表現可能

標準BOM 製番BOM

CB D

YX

A

CB E D

YX Z

A

001001001

001

不使用

インメモリで1日複数回実行可能

ＭＲＰ処理時間

品目 ： 120万点
構成 ： 300万レコード
オーダ： 200万オーダ

約30分で終了

品目 ： 40万点
構成 ： 80万レコード
オーダ： 15万オーダ

約10分で終了

機械メーカ様事例 消費材メーカ様事例

製番・ロット混在手配

BOM内の製番・ロット混在や
フリー在庫の引当制御も可能

代替品・代替構成

BOM内でのOR定義のほか
代替用BOMでの定義も可能
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要員・設備の負荷を考慮した計画立案を支援５

18

負荷確認の画面では、現在の生産計画の場所や設備に対する負荷状況を確認できます。

負荷グラフを見ながら、ガントチャート画面で計画の調整を行います。

負荷確認

ガントチャート
日別・工程別に負荷状況を確認
生産能力OVERをアラート

負荷グラフで、負荷状況を確認しながら
ガントチャートで製造計画を調整
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リアルタイムに将来の在庫推移を把握６

19

特急オーダ
納期遅れ
不良発生

次の一手の
判断を支援

リアルタイムに
影響を把握

在庫推移は？ どの親オーダで使われる？

伝票画面に遷移

在庫推移明細

欠品が発生しそうな
品目を瞬時に探索

オーダ・指図・発注・実績と連動して、在庫情報を見ることができます。

将来的な在庫不足発生の把握や特急品によって、追加の手配を行うべきかの調整や判断材料になります。

※ オーダ：mcframeでは、MRP実行後に作成された製造や購買の予定を指します
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企業戦略 に活 用 で き る原 価

どんぶり勘定を卒業して 、 利益を最大化する3

20
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製造業が直面する複雑な原価管理１

21

製造業では、製品の原価を算出し、結果を基にPDCAを回すことで利益を最大化していくことが重要です。

しかし、原材料価格の変動や生産プロセスが複雑になり、正確な原価算出には多くの障壁があります。

複雑な計算

正確なデータを集めて、数ある
計算手法の中から適切な手法
を選択する必要があります。

変動要素

生産計画に対して、原材料や労
働力のコストが変動することを

踏まえた計算が必要です。

コスト構造

調達費用、人件費等の直接原価
だけでなく、輸送費や設備保守
費、電力代と多岐にわたります。

日本の業務形態に合わせたERPソリューション「mcframe」で実態に即した原価管理を行うことで、

見える化された原価は、 と だけでなく

 として活用することができます。

利益の最大化 損失の最小化

将来的な経営判断の材料
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mcframe原価管理のコンセプト2

22

mcframeの原価管理は、PDCAサイクルで高度なコストマネージメントを実現します。

製造部門のPDCA

原価差異分析

標準原価設定

ドリルダウン分析

原価シミュレーション

実際原価把握

総合原価・個別原価

高度なコストマネージメントの実現

営業部門のPDCA

売上予算設定

売上シミュレーション

売上分析

ドリルダウン分析

売上実績把握

月別推移・進捗把握

事業部門のPDCA

予算編成

損益把握

予算シミュレーション

全社・品目別P/L

利益分析

ドリルダウン分析

迅速な
意思決定

原価情報の
戦略活用

計画主導型
業務の確立

原価低減
推進

選択と集中による
利益拡大



© Mitsubishi Electric IT Solutions Corporation

PDCAサイクルを支える４つの原価計算3

23

実際原価計算 実績原価（速報原価）計算 

予算原価シミュレーション標準原価シミュレーション

原価標準の見積シミュレーション
原価標準の設定と確定

初期パラメータを使用

実際費用データを配賦
実際原価、原価差異の把握

実績データと実際費用を使用

予算・総工数・予定レートの見積
予算シミュレーション

標準単価 × 予定データと
予定レートを使用

労務費・経費は予定レートを使用
月中の原価進捗と原価差異の把握が可能

標準単価 × 実績データと
予定レートを使用

標準原価単価

管理会計の観点で必要な４つの原価計算機能を実装しています。
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きめ細かい配賦を実現4

24

様々な配賦機能を使い、実態に即した費用配分が可能です。

任意の比率で部門間配賦をします。
（直接配賦法、相互配賦法、階梯式配賦法）

部門間配賦機能

工程や部門に配賦された金額を品目に配賦するときにも
様々な基準が使えます。

品目別配賦機能

工程や品目の階層構造「部門構成」、「品群構成」を使い、
配賦先の絞り込みを簡潔に実施します。

配賦先階層の指定

任意の基準値や係数を設定して計算することで、
きめ細やかな配賦が実現します。

配賦係数（任意係数）による配賦

全社
建物償却費

製造１部

製造２部

動力部

業務部

占
有
面
積 

比
率
配
賦

使用電力比率配賦

配置人員比率配賦

＆
事業本部

製造部2製造部1

工程1 工程2

●
●

経費
品群A

品群B

品目X 品目Y

経費

品群C
経費

品目W 品目Z

●
●

経費

※は販管費配賦用

作業時間配賦 製造数量配賦

購入数量配賦 購入金額配賦

投入数量配賦

製造・購入数量配賦

製造原価配賦 売上数量配賦※ 売上金額配賦※

売上原価配賦※ 売上利益配賦※ 任意基準値配賦

＜例＞

製造数量 × 重量換算係数 →

作業時間 × 時間当り回数 →

製造数量 × 水使用量 →

製造重量で配賦

作業回数で配賦

使用水量で配賦
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0%
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20%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%
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限界利益率

販
売

量

売れ筋
（薄利多売）

儲け筋
（厚利小売）

稼ぎ筋
（厚利多売）

見せ筋
（薄利小売）

死に筋

売上高 限界利益率

変動原価

限界利益

精度の高い原価計算は、製品戦略や販売戦略などのアクションへの判断材料に活用できます。

製品ポートフォリオ 得意先収支ランキング

• 販売数は減っているが、販売単価は据え置き
• 主力製品が実は稼いでいない
• 主要得意先が、実は利益率が低い

• 売れてないし、利益率もないから撤退しようか
• 製品コンセプトを見直して戦略を立てよう
• 利益率を高められるよう注力していこう

現状の数値化 戦略立案
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お問い合わせ
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生産管理システムについて相談したい、情報収集をしているという方は是非お問い合わせください。

ご紹介した製品以外にも様々なソリューションを取り扱っております。

電話でのお問い合わせ メールでのお問い合わせ

03-5309-0991

【受付】平日 9:00〜17：30

hyper_info@mdsol.co.jp会社名・氏名・メールアドレス・電話番号をご記入の上、お問い合わせください

hyper_info@mdsol.co.jp

会社名・氏名・メールアドレス・電話番号を

ご記入の上、お問い合わせください

当社のホームページでもカタログダウンロード・お問い合わせができます。資料の郵送も承ります。

クリックするとフォームへ推移します

クリックするとフォームへ推移します

製品のカタログはこちらから

製品へのお問い合わせはこちらから

• mcframe は、ビジネスエンジニアリング株式会社の登録商標です。

• Excel は、米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。

mailto:hyper_info@mdsol.co.jp?subject=%E3%80%90HYPER%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%83%8A%E3%83%93%E3%80%91%E3%81%8A%E5%95%8F%E3%81%84%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B
https://www.mdsol.co.jp/products/catalog_mcframe.html?utm_source=wp&utm_medium=pdf&utm_campaign=202411
https://www.mdsol.co.jp/products/inquiry_mcframe.html?utm_source=wp&utm_medium=pdf&utm_campaign=202411
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